
人工知能ーによって
生成されるコード は、
開発者に提供される
ポリシー オプションやガイダンスを
用いて、組織が最初に対処できる
新たな課題を提示します。

SCAツールは、
正確で一貫性があり、

複雑性に対応し、
すべてのOSSを特定し、 

OSSのライセンス状況
を常に更新して

いなければなりません。

組織は、コンプライアンス上の
問題や問い合わせにどのように
対処しているかを
ユーザーに可視化する
ことで、オープン、
アカウンタビリティ、
コラボレーションの文化を
促進することができます。

オープンソースソフトウェア
（OSS）のライセンス 
コンプライアンスは、OSSを
製品やサービスに組み込む際に、
著作権表示を遵守し、
ライセンス義務を
果たすことを要求します。

OSSの普及が進むにつれ、
法的リスクや風評リスクを
回避するために、
強固で自動化された
コンプライアンス 
プロセスを確立すること
が重要になっています。

SCAツールは、ソフトウェア
開発ライフサイクルと統合し、
オープンソース コンポーネントや
ライセンス要件についてコードを
自動的にスキャンできるもので
なければなりません。

OSSおよびライセンス コンプライアンス
に関連するすべての活動の透明で
包括的な監査証跡を維持しなければ
ならないため、監査可能性は
組織にとって重要な課題です。

組織は、
適切なツールを活用し、
社内のサポートを
受けることで、OSSライセンスの
コンプライアンスを効果的かつ
大規模に管理し、
コンプライアンス リスクを
軽減することができます。

コンプライアンスの
プロセスには、製品や
サービスに組み込まれている
すべてのOSSを特定し、適用
されるすべてのライセンス義務
を果たすための計画を
策定することが含まれます。

OSSライセンスの
コンプライアンスを効果的に

管理するには、
包括的な機能を備えた

高度なソフトウェア
構成分析（SCA）ツールが

必要です。

コンプライアンスを開発
プロセスに統合する

ことで、組織はコンプライアンス
違反のリスクを低減すると

同時に、健全な社内
オープンソース ガバナンス文化

を促進することができます。

OSS ライセンスの
コンプライアンスを確保
することは、複雑で
入り組んだ作業になる
可能性があります。 
多様なライセンス、さまざまな条件、
ソフトウェア開発のペースの速さなど
を考慮する必要があるからです。
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